
※
防
除
薬
剤
の
数
字
は
、
安
全
使
用
基
準
【
希

釈
倍
数
・〔
収
穫
何
日
前
ま
で
使
用
可
能
か

／
通
算
使
用
可
能
回
数
〕】
を
表
し
て
い
ま

す
。
農
薬
安
全
使
用
基
準
を
守
り
、
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

あ
ぐ
り最

前
線

農家のための
最新情報

水　
稲

☆
２
月
の
農
作
業

▼
土
壌
改
良
材
の
施
用

　

肥
料
（
窒
素
・
リ
ン
酸
・
カ
リ
）
で
補
う
こ

と
が
で
き
な
い
「
ケ
イ
酸
、
鉄
、
苦
土
、
マ
ン

ガ
ン
」
な
ど
の
成
分
を
補
給
す
る
た
め
、
土
壌

改
良
資
材
を
投
入
し
ま
し
ょ
う
。

･
農
力
ア
ッ
プ　

100
㎏
／

10a
（
秋
落
ち
田　

140

㎏
／
10
ａ
）

ケ
イ
酸
の
効
果

①
気
象
変
動
へ
の
対
応
力
強
化

茎
葉
を
強
く
し
、
倒
伏
の
軽
減
や
、
病
害
虫

に
強
い
株
を
作
り
ま
す
。

②
登
熟
歩
合
を
高
め
る

受
光
体
制
を
良
く
す
る
こ
と
で
、
登
熟
歩
合

を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
乳
白
米
の
発
生

を
抑
制
し
ま
す
。

③
根
に
活
力
が
生
ま
れ
る

根
張
り
を
良
く
し
、
根
の
活
性
化
、
肥
効
の

向
上
に
役
立
ち
ま
す
。

鉄
の
効
果

○
根
を
保
護
す
る

根
腐
れ
や
秋
落
ち
の
防
止
、
養
分
吸
収
の
向

上
に
役
立
ち
ま
す
。

▼
寒
い
こ
の
時
期
に
耕
起
を

　

水
稲
は
、
栽
培
期
間
中
に
利
用
す
る
窒
素
の

う
ち
50
～
60
％
は
土
壌
窒
素
を
利
用
し
ま
す
。

入
水
ま
で
に
土
壌
を
乾
燥
さ
せ
る
と
栽
培
期
間

中
に
土
壌
か
ら
供
給
さ
れ
る
窒
素
が
多
く
な
り

ま
す
。
こ
れ
を
「
土
壌
の
乾
土
効
果
」
と
呼
び
、

水
稲
の
生
育
が
良
く
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
稲
刈
り
後
耕
起
し
て
い
な
い
水
田
は
、

こ
の
時
期
に
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

▼
深
耕
15
㎝
の
確
保

　

作
土
層
が
深
い
水
田
で
は
整
粒
歩
合
（
整
っ

た
形
を
し
た
米
粒
の
割
合
）
が
高
く
な
る
傾
向

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
15
㎝
の
深
耕
を
目
標
に
し

ま
し
ょ
う
。

野
菜
全
般

  

こ
の
時
期
の
露
地
野
菜
は
、
厳
寒
期
に
凍
結

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
気
温
が
上
昇
し
、
霜

が
解
け
て
か
ら
収
穫
し
ま
し
ょ
う
。

キ
ャ
ベ
ツ

 

降
霜
に
よ
る
黒
シ
ミ
、
ズ
ル
ケ
（
菌
核
病
・

腐
敗
病
）
の
発
生
が
増
加
す
る
の
で
、
選
別
を

徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除
（
本
田
防
除
）

▽
２
月
上
旬　

※
春
の
か
ほ
り
Ｓ
Ｐ
②

・
ア
ク
セ
ル（
フ
）　

1000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

・
シ
グ
ナ
ム
Ｗ
Ｄ
Ｇ　

1500
倍
〔
７
日
／
２
回
〕

▽
２
月
中
旬　

※
春
の
か
ほ
り
Ｓ
Ｐ
③

・
キ
ノ
ン
ド
ー（
フ
） 

1000
倍
〔
14
日
／
３
回
〕

＊
病
害
虫
の
発
生
を
確
認
し
、
適
用
農
薬
を
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
ア
ブ
ラ
ム
シ

　

乾
燥
が
続
く
と
発
生
し
や
す
い
で
す
。

・
ウ
ラ
ラ
Ｄ
Ｆ　

2000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

●
施
肥

▽
２
月
上
旬
～
中
旬　

※
石
井
・
Ｙ
Ｒ
春
空

・
あ
さ
ひ

S602
（
80
㎏
／
10
ａ
）

ま
た
は

水
稲
苗
の
予
約
注
文
　
受
け
付
け
中
!!

近
年
の
生
産
コ
ス
ト
の
高
騰
を
受
け
、
令
和
８
年
産
か
ら
価
格
を
改
定
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
何
卒
、
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
予
約
は
、
最
寄
り
の
支
店
・
営
農
セ
ン
タ
ー
に
て
お
願
い
し
ま
す
。

●
予
約
締
切
日
…
２
月
27
日
㈮

※
締
切
日
以
後
は
当
用
扱
い
と
な
り
ま
す
。

直
前
で
の
追
加
・
キ
ャ
ン
セ
ル
・
返
品
は

対
応
で
き
ま
せ
ん
。

取
り
扱
い
品
種
（
培
土
苗
）

引
き
取
り
及
び
配
達
日
の
区
分

田
植
え
箱
返
却

価
格
（
税
込
）

キ
ヌ
ヒ
カ
リ
・
に
じ
の
き
ら
め
き
・

き
ぬ
む
す
め
・
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
・
に
こ
ま
る

① 

５
月
25
日
㈪
～
５
月
27
日
㈬

② 

５
月
28
日
㈭
～
５
月
29
日
㈮

③ 

６
月
１
日
㈪
～
６
月
３
日
㈬

④ 

６
月
４
日
㈭
～
６
月
５
日
㈮

⑤ 

６
月
８
日
㈪
～
６
月
10
日
㈬

田
植
え
終
了
後
、
一
カ
月
以
内
に
箱
を

必
ず
洗
い
10
箱
を
１
束
に
く
く
り
、グ
リ
ー

ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
又
は
営
農
セ
ン
タ
ー
に

返
却
し
、
必
ず
返
却
伝
票
を
も
ら
っ
て
く

だ
さ
い
。
返
却
無
し
、
破
損
の
場
合
は
実

費
で
請
求
と
な
り
ま
す（
４
２
０
円
／
箱
）。

※
土
日
の
配
達
は
対
応
致
し
ま
せ
ん
。

引
き
取
り
は
平
日
（
８
時
30
分
～
17
時
）

に
お
願
い
し
ま
す
。

土
日
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
５
月
30

日
㈯
・
５
月
31
日
㈰
・
６
月
６
日
㈯
・
６

月
７
日
㈰
の
７
時
か
ら
12
時
で
対
応
し
ま

す
。

予
約
価
格
…
…
…
…
…
…
９
９
０
円
／
箱

当
用
価
格
…
…
…
…
…
１
２
１
０
円
／
箱

配
達
料
金
…
…
…
…
…
…
１
０
０
円
／
箱

田
植
え
箱
回
収
料
金
…
…
…
６
６
円
／
箱

（
キ
ャ
ン
セ
ル
時
は
苗
代
の
半
額
を
請
求

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）
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・
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
262
（
100
㎏
／
10
ａ
）

ハ
ク
サ
イ

  

厳
寒
期
に
お
け
る
外
葉
や
結
球
葉
の
黄
化
に

注
意
し
、
選
別
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

※
春
ハ
ク
サ
イ
（
春
さ
か
り
・
黄
楽
70
）

●
育
苗

　

本
葉
８
枚
以
下
の
苗
が
13
℃
以
下
の
低
温
に

あ
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
15
～
20
℃

で
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

●
定
植

　

暖
か
い
日
を
選
び
、
植
え
傷
み
を
防
ぎ
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
定
植
後
す
ぐ
に
被
覆
資
材
を
掛

け
、
保
温
性
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

▽
２
月
10
日
～
３
月
15
日
…
パ
オ
パ
オ
掛
け

●
追
肥
（
活
着
後
）

・
あ
さ
ひ

S602
（
80
㎏
／
10
ａ
）

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

  

花
蕾
に
つ
い
た
水
滴
は
腐
敗
の
原
因
に
な
る

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除
（
本
田
防
除
）

▽
２
月
中
旬　

※
ク
リ
ア
（
10
月
中
旬
定
植
）

・
ア
ク
セ
ル（
フ
）　

1000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

・
コ
ル
ト（
顆
）　

4000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

・
ナ
レ
ー
ト（
水
）　

1000
倍
〔
14
日
／
２
回
〕

●
施
肥
（
花
蕾
発
現
期
）

　

花
蕾
発
現
期
に
止
肥
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
262
（
80
㎏
／
10
ａ
）

●
播
種
（
春
ど
り
）

　

育
苗
温
度
は
、
発
芽
時
ま
で
は
25
℃
、
そ
の

後
は
15
～
20
℃
で
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
２
月
１
～
10
日　

※
ピ
ク
セ
ル

新
シ
ョ
ウ
ガ

 

●
温
度
管
理

　

２
月
中
旬
か
ら
無
加
温
栽
培
の
定
植
が
始
ま

り
ま
す
。
植
え
付
け
後
の
シ
ョ
ウ
ガ
は
地
温
が

15
℃
以
上
に
な
る
と
発
芽
し
生
育
を
開
始
し
ま

す
が
、
あ
ま
り
高
温
で
管
理
す
る
と
種
シ
ョ
ウ

ガ
か
ら
の
発
芽
本
数
が
増
加
し
た
り
、
第
１
次

茎
、
第
２
次
茎
が
細
い
た
め
、
後
期
の
肥
大
に

も
大
き
く
影
響
し
、
収
穫
作
業
や
箱
詰
作
業
中

に
折
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

地
上
部
へ
の
出
芽
ま
で
は
18
～
20
℃
の
や
や

低
い
目
で
管
理
し
、
出
芽
本
数
を
１
～
２
本
に

抑
え
る
よ
う
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
１
つ
の

種
イ
モ
か
ら
数
本
の
芽
が
発
生
し
た
場
合
は
、

充
実
し
た
芽
を
１
本
残
し
て
他
の
芽
は
除
去
し

て
く
だ
さ
い
。

●
灌
水

　

植
え
付
け
か
ら
発
芽
ま
で
は
表
面
を
乾
燥
さ

せ
な
い
く
ら
い
の
量
に
し
、
シ
ョ
ウ
ガ
の
生
育

に
つ
れ
徐
々
に
増
や
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

土
壌
を
あ
ま
り
乾
燥
さ
せ
る
と
生
育
後
期
に

矢
枯
れ
が
発
生
し
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ピ
ー
マ
ン

  

　

２
月
下
旬
か
ら
無
加
温
栽
培
の
定
植
が
始
ま

り
ま
す
。
定
植
２
～
３
週
間
前
に
元
肥
を
全
面

に
施
用
し
、
幅
180 

㎝
程
度
の
畝
を
立
て
て
く
だ

さ
い
。
灌
水
パ
イ
プ
は
畝
の
両
側
に
配
置
し
ま

し
ょ
う
。

　

苗
は
、
本
葉
11
～
13
枚
で
一
番
花
の
開
花
初

期
に
定
植
し
ま
す
。
活
着
ま
で
は
換
気
を
控
え

め
に
し
、
温
度
が
上
が
り
す
ぎ
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
保
温
資
材
な
ど
で
日
覆
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

活
着
後
は
日
中
25
～
27
℃
を
目
標
に
換
気
し
ま

す
。
30
℃
以
上
に
な
る
と
開
花
結
実
数
が
少
な

く
な
り
、
開
花
し
て
も
落
花
し
や
す
く
な
る
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
低
温
の
場
合
は

生
育
が
悪
く
、
15
℃
以
下
に
な
る
と
果
実
に
黒

紫
色
の
あ
ざ
が
発
現
し
、
辛
味
や
変
形
果
の
原

因
と
な
り
ま
す
。

ニ
ン
ジ
ン

 

　

ニ
ン
ジ
ン
の
早
期
播
種
の
限
界
は
気
温
10
℃

と
い
わ
れ
て
お
り
、
管
内
で
は
２
月
下
旬
に
な

り
ま
す
。
被
覆
を
行
う
の
で
数
日
早
く
播
種
が

で
き
ま
す
。
発
芽
は
２
週
間
程
度
で
始
ま
り
ま

す
。
播
種
後
、
本
葉
２
枚
程
度
ま
で
は
強
い
乾

燥
に
あ
う
と
発
芽
不
揃
と
な
り
、
生
育
が
遅
れ

る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
岐
根
対
策

　

岐
根
の
原
因
は
未
熟
堆
肥
の
施
用
や
、
化
学

肥
料
が
種
子
直
下
に
あ
る
場
合
で
す
。
し
た
が

っ
て
化
学
肥
料
を
施
す
場
合
、
特
に
乾
燥
し
た

畑
は
十
分
に
深
く
土
と
混
和
す
る
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。
ま
た
、
粒
状
堆
肥
は
早
め
（
播
種
の

3
週
間
前
ま
で
が
め
や
す
）
に
施
用
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
発
芽
率
の
向
上

　

播
種
後
の
乾
燥
は
、発
芽
率
の
低
下
を
招
く

の
で
、天
候
を
見
な
が
ら
適
宜
灌
水
し
ま
し
ょ
う
。

モ
モ

  
２
月
に
入
り
モ
モ
の
樹
も
休
眠
か
ら
覚
め
て

活
動
し
始
め
ま
す
。

●
整
枝

　

剪
定
は
す
で
に
終
了
し
て
い
る
園
が
多
い
で

す
が
、樹
全
体
に
日
光
が
十
分
に
あ
た
る
よ
う
枝

の
配
置
が
で
き
て
い
る
か
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
病
害
虫
防
除

◎
縮
葉
病
・
黒
星
病

・
石
灰
硫
黄
合
剤　

10
倍
〔
発
芽
前
／
－
〕

　
　

ネ
オ
エ
ス
テ
リ
ン　

5000
倍
加
用

ま
た
は

・
ト
レ
ノ
ッ
ク
ス（
フ
）　

500
倍
〔
７
日
／
５
回
〕

◎
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類

　

発
生
が
多
い
枝
は
剪
定
時
に
優
先
的
に
切
り

落
と
し
、
薬
剤
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

・
石
灰
硫
黄
合
剤　

10
倍
〔
発
芽
前
／
－
〕

　
　

ネ
オ
エ
ス
テ
リ
ン　

5000
倍
加
用

　

発
生
密
度
が
高
い
場
合
は
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

同
士
が
重
な
り
薬
液
が
か
か
ら
な
い
場
合
が
あ

る
の
で
、
ワ
イ
ヤ
ー
ブ
ラ
シ
で
こ
す
り
落
と
し

て
か
ら
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
チ
ジ
ク

  

剪
定
は
３
月
ま
で
に
終
わ
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

●
整
枝
・
剪
定

　

剪
定
は
落
葉
後
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
樹
勢
の

弱
い
樹
や
寒
害
に
さ
ら
さ
れ
や
す
い
園
地
で
は

厳
寒
期
以
降
に
行
い
ま
す
。
主
な
剪
定
方
法
は
、

着
果
枝
の
基
部
か
ら
２
芽
を
残
し
て
切
り
ま
す
。

芽
の
す
ぐ
上
で
切
る
と
、
切
口
か
ら
雑
菌
が
入

り
枯
れ
る
こ
と
や
新
梢
の
伸
び
が
悪
く
な
る
こ

と
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

カ
キ

  

２
月
も
剪
定
や
土
壌
改
良
な
ど
栽
培
の
基
礎

と
な
る
作
業
が
続
き
ま
す
。

●
深
耕

　

樹
の
周
囲
に
穴
や
溝
を
掘
り
、
掘
り
上
げ
た

土
に
完
熟
し
た
有
機
物
や
石
灰
資
材
な
ど
を
混

ぜ
て
埋
め
戻
す
方
法
で
す
。
土
中
深
く
ま
で
通
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●
申
込
締
切
日
…
２
月
27
日
㈮

※
締
切
日
以
後
の
申
し
込
み
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
込
締
切
日
…
３
月
６
日
㈮

お申し込み、お問い合わせは、最寄りの支店、営農センターまで

気
性
が
良
く
な
る
と
、
深
層
部
へ
の
根
の
伸

長
・
発
達
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
で
養
水
分
の
吸

収
が
高
ま
り
、
樹
体
の
生
育
が
良
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
夏
の
干
害
も
軽
減
で
き
ま
す
。

○
土
壌
改
良
剤

・
完
熟
堆
肥
（
2000
㎏
／
10
ａ
）

ま
た
は

・
新
ふ
り
か
け
堆
肥
ｅ
ｃ
ｏ
（
200
㎏
／
10
ａ
）

・
苦
土
セ
ル
カ
フ
ミ
ン
（
120
㎏
／
10
ａ
）

●
粗
皮
削
り

　

カ
メ
ム
シ
防
除
と
し
て
殺
虫
剤
を
連
用
し
た

園
地
で
は
、
天
敵
の
減
少
に
よ
り
カ
イ
ガ
ラ
ム

シ
類
が
大
量
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

来
年
度
の
発
生
を
抑
え
る
た
め
、
冬
季
の
粗
皮

削
り
で
越
冬
害
虫
の
密
度
を
下
げ
ま
し
ょ
う
。

ミ
カ
ン

 

２
月
の
作
業
は
土
壌
改
良
や
剪
定
で
す
。

●
土
壌
改
良

一
般
に
土
壌
改
良
作
業
に
は
、
深
耕
、
土
壌
の

pH
調
整
、
有
機
物
や
改
良
資
材
の
施
用
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

土
壌
の
酸
性
化
は
マ
ン
ガ
ン
過
剰
に
よ
る
異

常
落
葉
、マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
欠
乏
、窒
素
の
肥
効
低

下
な
ど
樹
の
生
育
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
、

石
灰
質
資
材
の
施
用
に
よ
り
是
正
を
図
っ
て
く

だ
さ
い
。石
灰
は
下
層
へ
移
行
し
に
く
い
の
で

深
耕
・
中
耕
と
合
わ
せ
て
行
う
と
良
い
で
し
ょ

う
。

○
土
壌
改
良
剤

・
完
熟
堆
肥
（
2000
㎏
／
10
ａ
）

ま
た
は

・
新
ふ
り
か
け
堆
肥
ｅ
ｃ
ｏ （
200
㎏
／
10
ａ
）

・
苦
土
入
り
セ
ル
カ
２
号
（
200
㎏
／
10
ａ
）

●
剪
定

　

剪
定
は
、
成
り
跡
枝
（
果
梗
枝
）
を
中
心
に

切
除
し
、
立
枝
・
内
梗
枝
な
ど
樹
形
を
乱
す
枝

を
剪
定
し
ま
し
ょ
う
。
主
枝
・
主
幹
に
直
接
日

光
が
当
た
る
と
生
育
が
悪
く
な
る
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

土
壌
分
析
を
希
望
す
る
方
は
、乾
燥
さ
せ
た
200
ｇ
程

度
の
土
を
袋
に
入
れ
、住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
と
品

目
名（
水
稲・キ
ャ
ベ
ツ・ミ
カ
ン
等
）を
記
入
し
、2
月

13
日（
金
）ま
で
に
各
営
農
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
持
参
く

だ
さ
い（
１
点
500
円
）。分
析
結
果
は
3
月
中
旬
ご
ろ
に

ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

土
壌
分
析
を
し
ま
し
ょ
う
！

水
稲
種
子「
温
湯
消
毒
」

申
し
込
み
受
付
中
！！

 
品 
種  

水
稲
う
る
ち
籾

 

価 
格 
（
税
込
） 

80
円
／
kg

 

処
理
時
期  
４
月
頃

（
日
程
は
後
日
連
絡
し
ま
す
）

 

実
施
場
所  

第
１
グ
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
品
種
ご
と
に
ネ
ッ
ト
に
入
れ
、
お
持

ち
く
だ
さ
い
）

例
）代
か
き
・
田
植
え
・
稲
刈
り
な
ど

Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム

令
和
８
年
産

水
稲
作
業
委
託
受
付
中
！！

◦農業に従事する方の老後の安心に役立ちます。
　国民年金＋農業者年金
◦終身年金で 80歳までの保証付きです。
◦支払った保険料は全額社会保険料控除となり、
　節税になります。

農業者年金の保険料は２万円から６万７千円まで（千円単位で）加入者が自由に選択できます。
また、保険料の額はいつでも見直すことができます。
加入期間が短くても、保険料を増やすことで豊かな老後に備えることができます。
※途中脱退された場合でも、それまでに積み立てた保険料は将来、年金として支払われます（脱退一時金はありません）。

※左のケースは、65 歳までの運用利回りが 2.5％、65 歳以
降の予定利率が 1.35％となった場合の試算です。制度発
足以降 22 年間（令和５年度まで）の運用利回りの平均は、
年率 3.05％です。

※受給総額は 65 歳での農業者年金加入者について想定して
いる平均余命を考慮し、男性 86.5 歳　女性 92 歳まで生存
した場合の金額です。

※各金額は単位未満を四捨五入により表示しています。

◆農業者年金に加入すれば～農業者年金の受給額（年額）の試算～

加入年齢 納付期間 保険料額
年金額（年額） 想定される受給総額
男性 女性 男性 女性

30歳 30年 ２万円 55万円 48万円 1,189万円 1,301万円
40歳 20年 ２万円 33万円 29万円 704万円 771万円
50歳 10年 ２万円 15万円 13万円 314万円 343万円

月々の保険料を大きくすることで将来の支給額を増やせます

農業者年金で
安心・豊かな老後を

内容やご相談については、最寄りの農業委員会かJA支店、または農業者年金基金にお問い合わせください。
TEL：03–5919–0371　E-mail：info@nounen.go.jp独立行政法人農業者年金基金

詳しくは… 農業者年金基金 検索 https://www.nounen.go.jp

へは
▶国民年金第１号被保険者
※国民年金保険料納付免除者を除く。

▶年間60日以上農業に従事
▶60歳未満
の方ならどなたでも加入できます。
※加入の際には国民年金の付加年金（月額400円）

への加入が必要です。

農業者年金
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地域の活動を
　お届けします！

東
部
営
農
セ
ン
タ
ー
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
講
習
会
を
開
き

ま
し
た
。
万
一
の
際
、
迅
速
に
対
処
し

て
人
命
救
助
に
繋
げ
る
こ
と
が
目
的
で

す
。
当
地
域
店
舗
で
設
置
し
て
い
る
職

員
、
従
業
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

国
内
で
は
年
間
約
７
万
人
が
突
然
の

心
停
止
で
死
亡
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
３
人
１
組
と
な
り
、
声
掛
け

の
初
動
対
応
か
ら
救
急
車
の
手
配
、
心

肺
蘇
生
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
ま
で
一
連
の

流
れ
を
協
力
体
制
で
実
践
し
ま
し
た
。

救
命
率
は
、
心
停
止
か
ら
１
分
ご
と

に
約
10
％
ず
つ
低
下
し
ま
す
。
参
加
者

は
「
緊
急
時
の
動
き
を
確
認
で
き
た
。

た
め
ら
わ
ず
に
率
先
し
て
行
動
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

緊
急
時
に
率
先
し
た
行
動
を

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
で
経
験
を
積
む

お
茶
碗
３
万
５
，０
０
０
杯
分
に

「
愛
を
コ
メ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
に
向
け
た
社

会
福
祉
活
動
と
し
て
、
令
和
４
年
か
ら

実
施
し
て
い
る
「
愛
を
コ
メ
て
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」。
本
店
、
中
央
会
、
連
合
会
、

８
地
域
の
役
職
員
ら
が
精
米
を
１
合
ず

つ
袋
に
入
れ
て
持
ち
寄
り
、
リ
レ
ー
形

式
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
和
歌

山
に
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

わ
か
や
ま
地
域
は
役
職
員
、
女
性

会
、
青
年
部
で
３
０
４
合
を
11
月
に
寄

贈
し
ま
し
た
。
今
回
で
全
体
の
累
計
は

１
万
６
，０
７
７
合
。
お
茶
碗
換
算（
１

杯
あ
た
り
精
米
約
68
ｇ
）
で
３
万
５
，

３
６
９
杯
分
と
な
り
ま
し
た
。
小
さ
な

こ
と
で
も
積
み
重
ね
れ
ば
、
大
き
な
こ

と
を
成
し
遂
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

思
い
や
り
の
リ
レ
ー
は
続
き
ま
す
。

ス
タ
ン
ト
マ
ン
が
事
故
を
再
現

未
然
に
防
ぐ
意
識
を
高
め
る

交
通
安
全
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て

紀
伊
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
自
転
車

の
交
通
安
全
教
室
を
開
き
、
約
５
６
０

人
の
生
徒
が
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

学
習
、
再
認
識
し
ま
し
た
。

ス
タ
ン
ト
マ
ン
が
運
転
中
の
「
な
が

ら
ス
マ
ホ
」
や
２
人
乗
り
走
行
な
ど
の

違
反
行
為
、
見
通
し
が
悪
い
位
置
か
ら

の
飛
び
出
し
に
よ
る
歩
行
者
、
車
と
の

衝
突
な
ど
、
実
際
に
起
こ
っ
た
事
故
を

再
現
。
時
速
40
キ
ロ
の
車
に
は
ね
ら
れ

る
場
面
で
は
、
激
し
い
衝
突
音
と
と
も

に
生
徒
か
ら
悲
鳴
が
上
が
り
ま
し
た
。

「
か
も
知
れ
な
い
運
転
」
が
事
故
を

未
然
に
防
ぎ
ま
す
。
生
徒
会
長
の
吉
村

悠
生
さ
ん
は
「
生
徒
、
先
生
全
員
で
考

え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

運
営
委
員
会
を
開
き

役
職
員
が
組
合
員
と
直
接
対
話

11
月
に
、
わ
か
や
ま
地
域
の
５
営
農

セ
ン
タ
ー
で
ブ
ロ
ッ
ク
運
営
委
員
会

を
、
地
域
本
部
で
地
域
運
営
委
員
会
を

開
き
ま
し
た
。
５
月
に
続
き
、
２
回
目

の
開
催
で
す
。
組
合
員
と
役
職
員
が
直

接
対
話
す
る
場
を
設
け
て
意
見
を
集
約

し
、
事
業
運
営
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
運
営
委
員
会
で
は
、
半
田
地
域

本
部
長
が
「
上
半
期
実
績
は
計
画
以
上

と
な
っ
た
。
今
後
の
活
動
に
も
皆
さ
ま

の
声
を
反
映
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
、
各
事
業
担
当
者
が
令
和
７
年

度
上
半
期
実
績
と
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
集

約
し
た
意
見
と
回
答
を
報
告
。
出
席
者

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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支
部
会
員
14
人
が
参
加
し
、
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

で
神
戸
市
須
磨
区
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
、

源
平
合
戦
「
一
ノ
谷
の
戦
い
」
ゆ
か
り
の
地
と
語
り

継
が
れ
る
須
磨
寺
で
歴
史
情
緒
を
堪
能
し
た
あ
と
、

神
戸
須
磨
シ
ー
ワ

ー
ル
ド
へ
。
バ
イ

キ
ン
グ
料
理
を
味

わ
い
、
イ
ル
カ
と

シ
ャ
チ
の
シ
ョ
ー

を
観
覧
し
ま
し
た
。

大
迫
力
の
躍
動
感

に
大
満
足
。
会
員

同
士
の
親
睦
が
深

ま
る
楽
し
い
１
日

と
な
り
ま
し
た
。

中
央
営
農
セ
ン
タ
ー
で
女
性
会
リ
ー
ダ
ー
会
議
を
開
き
ま
し
た
。堀
川
会
長
が「
体

調
管
理
を
心
が
け
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
今
年
度
の
「
緑

の
カ
ー
テ
ン
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
入
賞
者
を
表
彰
。
支
部
長
間
の
交
流
、
活
動

の
円
滑
な
企
画
立
案
に
向
け
て
、
各
支
部
が
特
色
あ
る
活
動
内
容
を
発
表
し
、
共
有

し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
４
月
か
ら
改
正
さ

れ
る
自
転
車
の
交
通
違
反
の
取
り

締
ま
り
強
化
を
受
け
、
和
歌
山
東

警
察
署
の
警
察
官
が
、
資
料
を
使

用
し
て
違
反
事
例
な
ど
を
紹
介
。

飲
酒
時
の
視
界
を
再
現
し
た
ゴ
ー

グ
ル
を
装
着
し
、
飲
酒
運
転
の
危

険
性
を
認
識
す
る
な
ど
新
た
な
発

見
や
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

中
央
営
農
セ
ン
タ
ー
で
、
ゆ
ず
ポ
ン
酢
・
ヤ
ン
ニ
ョ
ム
ソ
ー

ス
作
り
を
し
ま
し
た
。
ヤ
ン
ニ
ョ
ム
ソ
ー
ス
と
は
、
コ
チ
ュ
ジ

ャ
ン
や
砂
糖
、
一
味
な
ど
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
韓
国
の
調
味
料
で

す
。
両
方
と
も
手
際
よ
く
作
業
が
進
み
、
あ
っ
と
言
う
間
に
完

成
で
す
。
ソ
ー
ス
を
使
っ
た
ヤ

ン
ニ
ョ
ム
チ
キ
ン
、
も
や
し
の

ナ
ム
ル
、
中
華
ス
ー
プ
で
本
場

の
味
を
楽
し
み
ま
し
た
。
鍋
や

サ
ラ
ダ
な
ど
で
活
躍
す
る
ゆ
ず

ポ
ン
酢
は
、
昆
布
と
か
つ
お
節

を
入
れ
、
冷
蔵
庫
で
１
日
寝
か

せ
て
取
り
除
き
、
さ
ら
に
１
週

間
置
く
と
深
み
が
出
て
料
理
を

際
立
た
せ
ま
す
。「
い
ろ
ん
な

料
理
に
使
う
の
が
楽
し
み
」
と

大
好
評
で
し
た
。

フレッシュミズはるか交流会

恒
例
の
活
動
、
今
年
の
干
支
「
午
」
に
ち
な
ん

で
木
目
込
み
人
形
を
作
り
ま
し
た
。

支
部
会
員
、
東
出
雅
子
さ

ん
の
指
導
の
も
と
10
月
か

ら
少
し
ず
つ
取
り
組
み
、
年

末
ま
で
に
完
成
し
ま
し
た
。

長
年
続
い
て
い
る
活
動
で
、

「『
午
』
を
作
る
の
は
こ
れ
で

３
回
目
」
と
言
う
会
員
も
！

　

幸
せ
を
運
ぶ
よ
う
な
可

愛
ら
し
い
人
形
た
ち
が
出

来
上
が
り
、
素
敵
な
新
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

女性会リーダー会議・研修会

雑賀支部

有功支部

２月は東ブロックの助け合い強化月間です。ご提供いただける飲食料品がありましたら、
２月20日（金）～27日（金）の間に最寄りの支店・営農センターまで、ぜひ、お願いいたします。

「もったいない」を「ありがとう」に変えよう！女性会わかやま地域本部フードドライブ
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INFORMATION
愛
菜
て
ま
り
っ
こ　
2
～
3
月

無
料
相
談
会

2
月
10
日（
火
）

て
ま
り
っ
こ
の
日

月
に
一
度
の
大
特
価
！

３
月
10
日（
火
）

て
ま
り
っ
こ
の
日

月
に
一
度
の
大
特
価
！

Instagramで
お得な最新情報を

発信中！

二
足
歩
行
で
お
や
つ
を
お
ね
だ
り
。
健

康
に
気
を
使
い
、
食
べ
物
は
無
添
加
、

国
産
を
選
ぶ
こ
だ
わ
り
が
。「
私
た
ち

よ
り
食
費
が
か
か
る（
笑
）」と
、
愛
情

た
っ
ぷ
り
に
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

６
年
前
に
先
代
の
愛
犬
が
亡
く

な
り「
夫
婦
だ
け
で
は
寂
し
い
」と
、

去
年
の
６
月
に
雑
賀
家
に
や
っ
て

き
た
ミ
ル
ク
ち
ゃ
ん
。
出
会
っ
た

瞬
間
「
小
さ
く
て
か
わ
い
い
！
」

と
一
目
惚
れ
し
、
ブ
リ
ー
ダ
ー
か

ら
譲
り
受
け
ま
し
た
。
名
前
は「
お

も
ち
」「
あ
ず
き
」
な
ど
お
孫
さ
ん

が
食
べ
物
に
ち
な
ん
だ
候
補
を
挙

げ
、
し
っ
く
り
く
る
の
を
選
ん
だ

そ
う
で
す
。

近
づ
く
と
ペ
ロ
ペ
ロ
舐
め
て
ご

あ
い
さ
つ
。
お
っ
と
り
し
た
性
格

で
す
が
、
最
近
は
反
抗
期
と
の
こ

と
で
、雑
賀
さ
ん
が
呼
ん
で
も
知

ら
ん
フ
リ
。
噛
み
癖
も
あ
り
、
ソ

フ
ァ
の
ひ
じ
掛
け
や
マ
ッ
サ
ー

ジ
機
に
噛
み
痕
が
。
動
画
を
見

な
が
ら
し
つ
け
方
を
勉
強
し
て

い
る
そ
う
。
先
代
と
は
一
味
違

う
性
格
に
翻
弄
さ
れ
つ
つ
も
、

「
な
ん
と
か
な
る
」
と
ど
っ
し

り
構
え
、
楽
し
く
過
ご
し
て

い
ま
す
。

ミ
ル
ク
ち
ゃ
ん
の
日
課
は
、
朝

５
時
半
に
ふ
に
ゅ
ふ
に
ゅ
と
し
た

声
で
ご
は
ん
を
催
促
し
、
食
後
に

ゆ
っ
く
り
二
度
寝
す
る
こ
と
。「
目

覚
ま
し
代
わ
り
。
で
も
早
す
ぎ

（
笑
）」と
言
い
な
が
ら
も
、癒
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。

雑
賀
さ
ん
夫
婦
の
趣
味
は
神

社
参
り
。
東
北
か
ら
九
州
ま
で
足

を
運
ん
で
い
ま
す
。
ゆ
く
ゆ
く
は
、

近
場
の
奈
良
県
辺
り
か
ら
一
緒
に

参
拝
を
始
め
た
い
そ
う
で
す
。
ミ

ル
ク
ち
ゃ
ん
と
の
新
し
い
旅
が
楽

し
み
で
す
。

２
月
10
日（
火
）～
３
月
３
日（
火
）

桃
の
節
句
フ
ェ
ア

イ
チ
ゴ
、
桃
な
ど
の
ス
イ
ー
ツ
を
販
売
！！

お
ひ
な
さ
ま
に
飾
る
花
桃
も
ご
用
意
し
ま
す
！

ミルクちゃんは誰かがソファに座ると、
自分も乗りたいとアピール。取材時も
すぐに駆け寄り、くつろいでいました。

やる気スイッチが入ると家中を駆け回り、運動会に。走ると生き生きした顔になるそうで、「成長したらドッグランに連れていきたい」と話していました。

ミルクちゃん

（10カ月・マルチーズとポメ
ラニアンのミ

ックス）

雑
さ い

賀
か

淑
よ し

子
こ

さん（紀三井寺）

み
ん
な
の
中
心
。

癒
し
と
笑
顔
が
増
え

ま
し
た
。
感
謝
状
を

贈
り
た
い
で
す
。

ソ
フ
ァ
の

モ
フ
モ
フ
が

お
気
に
入
り
だ

ワ
ン
！

MY FAMILY

２
月
27
日（
金
）～
28
日（
土
）

感
謝
セ
ー
ル

地
場
産
野
菜
が
大
特
価
！！

旬
の
農
産
物
を
感
謝
価
格
で
ご
用
意
し
て

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

３
月
16
日（
月
）～
20
日（
金
）

春
の
彼
岸
セ
ー
ル

弁
護
士
無
料
法
律
相
談
会

権
利
・
示
談
・
債
務
・
相
続
…
な
ど
、
組
合
員
の

皆
さ
ま
の
法
律
的
な
相
談
に
、
弁
護
士
が
直
接
ご
対

応
し
ま
す
。

［
開
催
日
時
］
毎
月
第
4
木
曜
日

9
時
30
分
～
12
時
（
お
一
人
様
30
分
程
度
）

［
開
催
場
所
］ 

わ
か
や
ま
地
域
本
部
２
階
第
３
会
議
室

2
月
の
開
催
日
は
2
月
26
日（
木
）で
す
。

相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
（
先
着
５
組
）。
最

寄
り
の
支
店
ま
た
は
わ
か
や
ま
地
域
本
部
総
務
部

（
☎
４
７
１
ー
３
７
３
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
・

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、次
回
の
開
催
予
定
は
3
月
26
日（
木
）で
す
。

年
金
相
談
会
／
相
続・遺
言
相
談
会

社
会
保
険
労
務
士
・
税
理
士
が
直
接
ご
対
応
い
た

し
ま
す
。
事
前
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
開
催
支
店

に
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

［
開
催
日
程
］

２
月
19
日（
木
）
き
の
か
わ
支
店　
☎
４
５
５
―
３
２
２
１

3
月
19
日（
木
）
高
積
支
店　
　
☎
４
７
７
―
０
０
０
３

開
催
時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
～
15
時
で
す
。

ロ
ー
ン
相
談
会

住
宅
ロ
ー
ン
・
リ
フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
・
カ
ー
ロ
ー

ン
・
教
育
ロ
ー
ン
な
ど
。
借
換
、
お
見
積
り
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
わ
か
や
ま
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー（
Ｊ
Ａ
ビ
ル
支
店
隣
）

☎
４
２
３
―
４
１
６
０

平
日（
9
時
～
17
時
）・
日
曜（
10
時
～
16
時
）
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